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研究成果の概要 

自己関連疾患 (自己免疫疾患、及び、ガン) のおける末梢自己反応性 CD4+ T細胞の役割や分子制御

メカニズムの解明を目指し、実験担当者が独自に樹立した自己免疫疾患モデルを用い、自己反応性 CD4+T

細胞を同定し、1 細胞遺伝子発現解析を行った。予想したように自己免疫疾患の発症によって、T細胞

の活性化を反映した遺伝子発現パターンが認められ、発症前と比べて細胞集団、遺伝子発現レベルにお

いて顕著な変化が生じていることが明らかとなった。また、自己反応性 CD4+ T 細胞には遺伝子発現レ

ベルで不均一性があることが示され、その中には、細胞傷害性に関わる集団が存在することが示唆され

ている。今後、これら遺伝子発現データを分析し、同 T 細胞に特徴的な分子や自己反応性 CD4+ T 細胞

サブセットについての役割についての解析を予定している。また、自己反応性 CD4+T細胞の生理的役割

を解析する目的で、特異的 Cre発現系、生体内枯渇系の構築に関する研究を実施した。まず、自己反応

性 CD4+ T 細胞を同定する目的で、レポーターマウスを作製し、培養系において、そのレポーターシス

テムが機能的であることが明らかになった。今後、本レポーターシステムの生体内における機能性につ

いて検証し、自己反応性 CD4+T 細胞特異的 Cre 発現系、生体内枯渇系の構築をさらに進める予定であ

る。 
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